
耐震基準と耐えられる地震の大きさ
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０．２Ｗ（Ｗ：建物の重さ） ０．２Ｗ ０．２５～１．８Ｗ （０．２５～１．８Ｗ)x1.0 （０．２５～１．８Ｗ)x1.5（０．２５～１．８Ｗ)x1.25

建物が無傷な
地震の目安

建物が
中破・小破する
地震の目安

建物の耐震性能

関東大震災／阪神淡路大震災（多くの建物が倒壊）

危険：関東大震災・阪神淡路大震災クラス
の地震で倒壊する

阪神淡路大震災の一部地域

安全：関東大震災・阪神淡路大震災クラス
の地震でも倒壊しない。

建築基準法


